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方法：愛知県一宮市と稲沢市の 12 医療施設中、同意が得られた 10 施設（300 床以上 5 施設、300
床未満 5 施設）に質問紙調査を実施し、そのうち 7 施設の結核健診担当者に面接調査を実施した。
調査期間は平成 26年 9月 1日～平成 27年 3月 31日までである。名古屋市立大学看護学部（14020、
15023）および総合大雄会病院（2014-013）の研究倫理委員会の承認を得た。  
結果：雇い入れ時の結核健診として、6 施設が IFN-γ 遊離試験（ interferon-gamma release assays：
IGRA）を実施しており、2施設はツ反を実施していた。過去 5年間に院内で結核が発生していたのは 8
施設で、2～38件であった。そのうち接触者健診は、1～15件実施されていた。接触者健診対象者は 3
















た。調査期間は平成 28 年 10 月 25 日～平成 29 年 11 月 24 日までである。名古屋市立大学看護学
部研究倫理委員会の承認（16018）を得た。面接調査の結果をもとに、共同研究者である呼吸器内科
医、工学博士と検討を重ね、Microsoft Access2016 （Office Professional Plus 2016 Japanese Open 
Business） を用いて汎用性の高いソフトウエアを開発した。  
結果：面接調査の結果、10 名が所属する医療施設での過去 5 年間の結核発生数は 5～43 件で、接
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